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 要 旨   
これまでの研究は米国へのアジア系移民の乳癌発生率が数世代を通し米国人の発症率

に近付いていることを示したが、それはもしかすると他の集団でより多い乳癌リスクと関

連しているとされる中程度飲酒のような修正可能な暴露で解釈されうるかもしれない。本

研究の目的はアジア系米国人女性の乳癌リスクに及ぼす飲酒、主に少量レベルの飲酒の影

響を調査し、さらに喫煙とアルコールが米国へのアジア系移民の間で観察した乳癌発症率

に影響したかどうかを探索することであった。住民ベースの症例対照研究での研究対象者

は、サンフランシスコ、ロサンゼルス、ハワイのオアフ島に住む 597 人の中国人、日本人、

フィリピン人の乳癌症例者と年齢、民族、居住地域の頻度を一致させた 966 人の住民対照

者である。喫煙と飲酒の割合は東洋系に比べ西洋系の女性で有意に高かった。しかし乳癌

の危険性は、このアルコール低消費集団において（1 日摂取グラムのメデイアンは症例で

0.48、対照で 0.40）、喫煙または飲酒と有意な関連は認めなかった。それぞれ、オッズ比

(OR)=1.2、95％信頼区間 (95％CI) ＝0.9–1.6、OR＝0.9、95%CI＝0.7–1.1。これらの結果

は、アジア系米国人女性において少量飲酒が乳癌リスクの増加と関連はなく、移住型式や

西欧化と関連するアジア系米国人女性においてその上昇したリスクに酒も煙草も影響しな

かったことを示唆する。 

 




